
エコステージ改善事例発表

職場環境活動（5S）から始まる企業体質改善

EST-473

髙尾工業は
トラクター・フォークリフト・建設機械などの製品に
精密加工技術で貢献しています。
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代表取締役社長髙尾宜史



１.会社概要

髙尾工業株式会社

所在地統括本部・UT事業部第三工場茨城県常総市杉山1166
生産本部機械事業部第一工場茨城県常総市杉山1189

機械事業部第二工場茨城県常総市杉山1153

創 立昭和３６年５月（創業昭和３２年１月）

資本金７１５０万円（２０１５年２月現在）
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資本金７１５０万円（２０１５年２月現在）

年 商３０．９億円（２０１５年１月期）

代表者代表取締役社長髙尾宜史

従業員数１２７名（２０１５年１２月現在）

事業内容輸送用機器、建設機械、農業機械等に使用される部品の
精密加工、高周波焼入れ及び組立A‘ｓｓｙ

主要取引先芦穂工業株式会社、エトー株式会社、株式会社クボタ
株式会社コマツ、ヤマト特殊鋼株式会社 五十音順（敬称略）



５.エコステージへの取り組みと背景

１．取引先コマツ様の方針（対一次協力企業）

・ISO14001又はエコステージのEMS認証取得（2008年度中）が必須条件

・中国を始めとする海外生産拠点への生産移転が加速される

２．企業存続のための課題

・EMSの認証を取得する

・早急な体質改善が急務である

環境を抜きにして企業経営は成り立たなくなってきた

8

・環境を抜きにして企業経営は成り立たなくなってきた

しかし、ISO14001認証取得は経済的負担の割に経営効果が小さい

エコステージを紹介される

活動内容がシンプルで、環境だけではなく本業の改善にも役立つ

エコステージに挑戦しよう！！エコステージに挑戦しよう！！



８.目的・目標の変遷

環境方針環境方針 ２００８～２０１０年２００８～２０１０年

事業活動における
消費エネルギーの削減

電力使用量の削減

事業活動から排出される
廃棄物量の削減

３Ｒ実践による廃棄物削減

ムリ・ムダ・ムラの排除による
業務改善

南工場：加工不良の低減
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東工場：部品在庫の削減

環境化学物質管理の充実（２０１２年）

環境保全に関する法令と当社が
同意するその他の要求を順守

廃棄物処理法の順守
水質汚濁防止の順守

近隣クレームゼロ

方針に関する啓発
教育活動の推進

環境経営システムの運用に
必要な教育

教育訓練基準の見直し・改定

改善活動の活性化(２０１０年）



１２-1.５Ｓ活動～活動当初～
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１２-5.５Ｓ活動～活動経緯～

エリア区分エリア区分 カンバンカンバン
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工具置き場工具置き場 ecoeco掲示板掲示板



１３.消費電力の削減活動

電力使用量電力使用量1717％削減！％削減！
CO2CO2排出量横這い？排出量横這い？
理由：東電ＣＯ2排出係数の変動
（２０１０年同係数比：19.6％減少）

ＣＯ２排出量推移

コマツみどり会様へ報告コマツみどり会様へ報告

21

2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年

活動内容活動内容
1）インバーター式コンプレッサーの導入
2）水銀灯使用の削減
3）エアー配管等の見直し
4）ピークデマンド管理の実施
5）ＬＥＤ照明への切り替え

高尾工業株式会社

分類 項目 ２０１０年度 ２０１１年度 ２０１２年度 ２０１３年度 ２０１４年度 ２０１５年度 ２０１６年度 ２０１７年度

揮発油 26 23 24 25 22 0 0 0

灯油 86 97 80 80 72 0 0 0
軽油 12 11 10 10 6 0 0 0

石油ガス液化石油ガス(LPG) 19 19 14 15 14 0 0 0

電気昼間買電 1,164 1,159 1,290 1,074 1,269 0 0 0

総排出量　 　　　 1,306 1,308 1,418 1,204 1,383 0 0 0

ℓ原油換算値（ｋ） 809 854 765 731 671

参考東京電力排出係数 0.384 0.374 0.463 0.406 0.521

単位：CO2t
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平成２７年度　教育・訓練計画（実績）
●〇＝計画を示す。 ＝実績を示す。

26/2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 27/1

1 環境一般教育
生産技術
岡村講師

新入社員 ● （4名） 【目標値評価】

2 安全一般教育
生産技術
岡村講師

新入社員 ● （4名）

3 品質一般教育
生産技術
岡村講師

新入社員 ● （4名）

4 技能教育（外部研修含む）

基礎技能知識の教育 技能推進委員会
評価レベル
１～２

基礎技能の教育 技能推進委員会
評価レベル
１～２

技能検定２級及び１級の学科教育 技能推進委員会
評価レベル
3～4

技能検定２級及び１級の実技教育 技能推進委員会
評価レベル
3～4

溶接JIS検定の教育 技能推進委員会
評価レベル
2～3

コマツ技能ｵﾘﾝﾋ゚ｯｸへの挑戦 技能推進委員会
評価レベル
3～4

● /３名
課題練習

QC検定３級取得に伴う教育
生産技術
岡村講師

品保課員
● /１名 ３月受験

職長・安全衛生責任者教育 該当部門長 資格必要者

フォークリフト免許取得（外部） 該当部門長 資格必要者

有機溶剤主任作業者 該当部門長 資格必要者

2016/1/15に
『加工技能訓練所』開設
H28年度から訓練開始

№ 教育・訓練ニーズ
担当責任者
及び講師

対象者
実　　施　　時　　期

備　　考

承認 作成

橋
浦

高
尾

３級⇒９名

４級⇒９名

3/20受験予定

１６-1.教育訓練活動

一般研修環境・安全・品質

技能教育

有機溶剤主任作業者 該当部門長 資格必要者

5 技能検定受験 【プロセス評価】

マシニングセンタ作業２級 技能推進委員会
評価レベル
3～4

● / 5名 4名合格（80%）

マシニングセンタ作業１級 技能推進委員会
評価レベル
3～4

● /３名 1名合格（33%）

数値制御旋盤作業2級 技能推進委員会
評価レベル
3～4

● / 2名 ０名　但し学科合格2名 全体合格率54.5％

一般熱処理作業1級 技能推進委員会
評価レベル
3～4

● /１名 合格（100%）

機械保全電気系保全作業2級 技能推進委員会
評価レベル
3～4

○ /１名

溶接JIS検定の教育 技能推進委員会
評価レベル
2～3

● /１名 合格

QC検定３級
生産技術
岡村講師

品保課員 ● /１名(3級）１名合格(１００%） ● / 10名（３級）
　　　3名（４級）

6 業務上必要な基礎知識教育（OJT） 各事業部（部長）

ゼロ災ｻーｸﾙの基礎教育と実践
生産技術
岡村講師

各サークル
５サークル活動中 成果発表会

4/7実施
ｻーｸﾙ決定

○

○ ○ ○ 発表会

QCｻーｸﾙの基礎教育と実践
生産技術
岡村講師

各サークル

モデルサークル意識改革活動
小集団活動、ＢＢサークル

生産技術

岡村講師
BBサークル（6名）

水害で中断

管理・監督者教育(中堅社員研修）

1)品質対策書、業務報告書等の書き方
生産技術
岡村講師

課長
副部長

（7名）
各回2.5H研修7,14,21,28日

20時間コース
52.5時間

８回
２１回

2)エクセルの使い方（上級編）
経営企画室
橋浦室長

課長
副部長

（7名）
各回2.5H研修12,19.26日 15時間

35時間コース
１４回
６回

3)役職者の役割について
第三工場
大知講師

課長
副部長

（7名）
各回2.5H研修

17.5時間コース

　20時間

7回
８回

4)中堅社員研修フォロー研修
ＱＣ的問題解決(小集団活動、自活）

生産技術
岡村講師

課長
副部長

（４名）
　　3か月活動 社長報告会

2/17予定

5)中堅社員研修フォロー研修
ＱＣ的問題解決(小集団活動、援活）

生産技術
岡村講師

課長
副部長

（4名）
4カ月活動
(1カ月延長)

9名合格(90.0%）
3名合格（100%）

高
尾
高
尾
高
尾
高
尾
高
尾
高
尾
高
尾
高
尾

高
尾
高
尾

高
尾
高
尾

５テーマ発表

ＫＹＴサークルが活動

３月度から開始予定

過去３５回を数える

(プチ操業会議も発展的に統合
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技能検定

基礎知識教育（ＯＪＴ）

管理・監督者教育



１９-1.ＢＣＰ（事業継続計画）への取り組み

対称災害の特定
当社の置かれた地理的リスク要員、加工の被災状況、今後の可能性の或る災害等を考慮し、当社の事業を継続

する上で特に重要と思われる災害について検討した結果、当社の想定する災害は、以下の通りとする。

（【様式：企業基本情報】を参照）

（１）震度６強程度の地震発生による被害

（２）台風による風水害、並びに河川の氾濫（洪水）による被害

（地震発生状況） ：気象庁Ｈ/Ｐより

（想定される洪水） ：常総市洪水ハザードマップより

当社の位置

29



項項目目 活動当初活動当初 活動活動 活動後活動後

１．活動内容１．活動内容 紙・ゴミ・電気の削減 本来業務への取り組み
（生産性・品質ロス・クレーム・在庫）

２０-1.エコステージ活動の効果

２．活動方法２．活動方法
（目標管理）（目標管理）

トップダウンによる活動 ボトムアップによる活動

縦串活動 横串活動によりコミュニケーションの向上

３．環境調査３．環境調査
（顧客満足）（顧客満足）

仕組みがない 委員会活動
回答率１００％維持

４．５Ｓ活動４．５Ｓ活動 不要・不朽品の山 魅せる工場づくり
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５．人材育成５．人材育成 仕組みがない 社内技能育成プログラムの推進
外部（顧客）研修への積極的参画

委員会活動の活性化
安全衛生／リスクアセスメント／
再生／技能育成等の委員会活動

６．小集団活動６．小集団活動 活動の停滞 ＱＣ・ゼロ災サークル活動の活性化

７．従業員の意識７．従業員の意識 モラルの低下 モチベーション・モラルの向上

８．ＣＳＲ（社会的責任）８．ＣＳＲ（社会的責任） 後追いの活動 コンプライアンス・ＣＳＲ活動の定着

総合効果総合効果 活動を通じ、組織力強化と体質強化に大きな成果が得られた。
更なる企業体質強化のため、エコステージ２に挑戦する。


